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令和６ 年度第５ 回下野市行政改革推進委員会 議事録 

 

日時    令和７ 年１ 月３ １ 日（ 金）  午前９ 時０ ０ 分から 午前１ ０ 時３ ０ 分 
出席委員  中村祐司会長、 柳澤正弘委員、 川俣一由委員、 小林政則委員、  

太田芳一委員、 髙橋志津子委員、 中西稔委員、 野田善一委員 

欠席委員  金田幸子委員、 平井勲委員 

市側出席者 【 第一部】 伊澤( 巳) 総合政策部長、 川俣総合政策課長、 早乙女課長補佐、 津田副

主幹 

      【 第二部】 坂村市長、 江連副市長、 石﨑教育長、 倉井総務部長、 直井市民生活部

長、 荻原健康福祉部長、 伊澤( 仁) 産業振興部長、 倉持都市建設部長、 濱

野会計管理者、 五月女議会事務局長、 高山教育次長 

公開・ 非公開の別  公開 

傍聴者       ２ 名 

議事録作成日    令和７ 年１ 月３ １ 日 

 

○次第 

【 第一部】        

１  開会       

２  あいさ つ 

３  議事 

（ １ ） 第４ 回下野市行政改革推進委員会議事録の確認 

（ ２ ） 令和６ 年度下野市行政評価市民評価報告書（ 案） の確定 

（ ３ ） その他 

４  閉会 

【 第二部】  

１  開会       

２  令和６ 年度下野市行政評価市民評価報告書の提出 

３  市長あいさ つ 

４  市長及び市執行部と の意見交換 

５  閉会    

 

 

【 第一部】        

○開会 

川俣課長： ただ今よ り 令和 6 年度第 5 回下野市行政改革推進委員会を開会し ま す。  

 

○会長あいさ つ 

中村会長：  皆さ んおはよ う ございま す。 私たちにと って最終回、 第 5 回を迎える こ と ができ ま

し た。 こ のよ う な形で、 市長に直接お渡し する 報告書ができ ま し て、 現段階では案に

なっていま すが、 こ れをこ の後確認し 、 胸を張って皆さ んのお知恵を市長に手渡し た

いと 思っていま す。 ま だこ の後し っかり 気を引き 締めてやり たいと 思いま すが、 こ こ

ま で来る こ と ができ て大変う れし いと いう か、 名残惜し い気持ちです。 晴れの舞台と

いう と 言い過ぎかも し れないですが、 市長・ 副市長はじ め中枢の方が勢ぞろいし て、

第二部で時間は少し 限ら れる かも し れま せんが、 40 分程度意見交換ができ ま す。 ぜ

ひこ の機会に、 ご自分の思う と こ ろをいい意味で直言し ていただいて、 我々の痕跡の

流れをつなげていければと 個人的には思っており ま す。 どう かよ ろし く お願いいたし

ま す。  

 

川俣課長： あり がと う ございま し た。 それでは議事に入り たいと 思いま す。 行政改革推進委員

会条例第 6 条によ り 、 以降の進行につき ま し ては中村会長にお願いいたし ま す。  
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中村会長： それでははじ めに会議成立確認と 、 会議録署名についてお諮り し ま す。 本日の欠席

委員は 2 名ですね。 委員数 10 名のう ち、 過半数以上の委員が出席し ていま すので、

下野市行政改革推進委員会条例第 6 条第 2 項の規定によ り 会議は成立と なり ま す。  

     それから 、 議事に入る 前に、 会議の公開についてお諮り し ま す。 本日傍聴希望者に

は既に入っていただいていま すが、 会議を公開する こ と で異議ないでし ょ う か。  

（ 異議なし ）  

     では、 会議を公開さ せていただき ま す。  

次に、 今回の会議録署名人委員を野田委員と 柳澤委員にお願いいたし ま す。 署名人の

方は、 後日事務局が作成し た本日分の会議録に署名し ていただく こ と になり ま すので

よ ろし く お願いいたし ま す。  

 

（ １ ） 第 4 回議事録の確認について 

中村会長： 第 4 回議事録の確認について、 事務局よ り 説明をお願いし ま す。  
 

【 事務局よ り 修正なし と 説明】  

 

中村会長： 修正なし と いう こ と でし た。 こ の場で各委員よ り 改めて修正意見がなければ、 こ の

内容で確定し たいと 思いま すが、 よ ろし いでし ょ う か。  

（ 意見なし ）  

 

中村会長： はい、 それでは第 4 回議事録は確定と いう こ と で、 あり がと う ございま す。  

 

（ ２ ） 市民評価報告書（ 案） の確定 

中村会長： それでは、 市民評価報告書（ 案） の確定について、 事務局よ り 説明をお願いし ま

す。  

 

【 事務局よ り 説明】  

 

中村会長： 事務局から 説明があり ま し た。 委員の方々から 改めてご意見はあり ま すでし ょ う

か。  

（ 意見なし ）  

中村会長： あり がと う ございま す。 それでは、 市民評価報告書の（ 案） をと って、 こ の内容で

確定と いう こ と になり ま し た。 正直言う と こ れで終わったと いう 感じ ですが、 第二部

はあま り かし こ ま ら ず伸び伸びと 行き ま し ょ う 。  

 

（ ３ ） その他 

中村会長： 次にその他について、 事務局から お願いし ます。  

 

早乙女補佐： 第 4 回の委員報酬は、 2/15 に支払予定です。 議事録は今日の会議が最後のため、

郵送でみなさ ま に確認し ていただき 、 確定と さ せていただき たいと 思いま す。 署名に

ついては、 郵送ま たは自宅に伺っていただき たいと 思いま す。  

 

中村会長： 議事録は郵送で確定さ せる と いう こ と でし た。 署名人の野田委員と 柳澤委員につい

ては、 別途対応と いう こ と で、 よ ろし く お願いいたし ます。  

それでは、 第一部は無事終了と なり ま す。 市民評価報告書が確定し たこ と を喜びたい

と 思いま す。 進行を事務局にお返し し ま す。  

 

川俣課長： あり がと う ございま し た。 こ の後第二部と し て、 市民評価報告書の提出と 意見交換

と なり ま すけれども 、 9 時半から 第二部を行いま すので、 それま ではいったん休憩と
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さ せていただき ま す。  

 

【 第二部】  

川俣課長： ま ず初めに、 行政改革推進委員会から 市執行部に対し て、 令和 6 年度下野市行政評

価市民評価報告書の提出を行いま す。 中村会長と 坂村市長は中央ま で御移動く ださ

い。  

 

【 報告書を市長に手渡し 】  

 

川俣課長： あり がと う ございま し た。 会長、 市長は、 自席にお戻り く ださ い。  

     続き ま し て、 市長の坂村よ り ご挨拶申し 上げま す。  

 

坂村市長： ただいま 中村会長よ り 令和 6 年度下野市行政評価市民評価報告書をいただき まし

た。 長い時間をかけて議論いただき 、 報告書を作成いただき ま し たこ と 、 心から 感謝

いたし ま す。 あり がと う ございま し た。 いただいたご意見を真摯に受け止めて、 行政

に反映さ せていき たいと 思いま す。 下野市では、 現在第三次総合計画の策定に向けた

検討を進めていま す。 ま た、 来年には市制 20 周年を控えており ま す。 次の 10 年、 ま

たその先を見据えながら 、 市民協働によ る ま ちづく り を進める ためにも 、 こ れから の

意見交換をぜひ有意義な時間にでき ればと 思いま す。  

 

川俣課長： それでは、 こ れよ り 委員のみなさ ま と の意見交換に入り たいと 思いま す。 進行は中

村会長にお願いし たいと 思いま す。 中村会長よ ろし く お願いし ま す。  

 

中村会長： こ のよ う な機会をいただき 、 大変あり がたく 思っていま す。 市長・ 副市長はじ め市

の執行部の方が並んでく ださ いま し て、 我々と 意見交換をする と いう こ と で、 厳粛と

いう か緊張する と 思いま すが、 私個人と し ては報告書を受け止め、 尊重し てく ださ る

と いう こ と で、 役割のほと んどを終えたと いう ふう に思っていま すので、 ぜひいい意

味でリ ラ ッ ク ス し て直言し て、 やり と り ができ る 時間にし たいと 思いま す。 こ れだけ

のメ ンバーが揃う のは他の行政機関でも 珍し く 、 本当にあり がたく 思っていま す。 時

間の制約はあり ま すが、 今から 40 分程度で、 委員のみなさ ま から ご意見・ ご質問を

いただければと 思いま す。 いかがでし ょ う か。  

 

中西委員： 下野市も 少子高齢化する 中で、 二つ伺いたいこ と があり ま す。 一つは、 地域の活性

化をどう する のかと いう 問題と 、 も う 一つは良好な行政サービス を提供する ための財

源をどう 確保する のかと いう こ と です。 地域の活性化については、 行政改革推進委員

会の中で自治会長事業についての議論も あり ま し た。 私は 36 年前に越し てき ま し た

が、 その頃は運動会や懇親会も あり ま し た。 最近新し く 越し てき た人は自治会をすぐ

やめてし ま いま す。 ま た、 私を含めた高齢者は自治会の中での、 例えば広報を配る と

か負担ばかり が大き く て、 役員を受けら れないと いう こ と が結構あり ま す。 コ ミ ュ ニ

ティ の根幹になる よ う な自治会の活動がど んどん崩壊し てき ていま すが、 それに関し

て、 費用負担の問題だけではなく 、 根本的にどう いう 形で対応し ていく のかをお伺い

し たいと 思いま す。  

も う 一つは財源の問題ですが、 下野市は素晴ら し いま ちだと 思いま すし 、 新し い人が

住んでき ていま すが、 公共サービス をどう し ていく のか。 身近な例でいえば、 児童館

にし ても 施設が古い、 子ども が使う のにト イ レ が和式のま ま などがあり ま す。 ふる さ

と 納税では下野市が流出がダント ツに多い状況です。 新し い人に住んでも ら う ために

は、 ま ちの環境だけではなく 行政サービス 全体を含めて魅力的である こ と が、 移住・

定住し ていただく ためには非常に重要だと 思いま すが、 市長含めてご意見をただけれ

ばと 思いま す。  

 

中村会長： 地域の活力を維持する ための自治会活動、 公共施設、 公共サービス の財源をどう す
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る かと いう 2 点についてお願いし ま す。  

 

坂村市長： 1 点目のコ ミ ュ ニティ について、 私も 小さ いこ ろから 自治会にお世話になっていま し

た。 キャ ンプ、 運動会など自治会独自で地域の子ども のための楽し い行事がたく さ ん

あり ま し た。 子ども の頃の楽し かった思い出のおかげで、 いずれ下野市に戻り たいと

いう 気持ちになり ま し た。 高齢の方が自治会活動の中心になっていて、 準備が大変に

なっている ので、 どう する か議論し て今後の方向性を決めなければなら ないと 思って

いま す。 例えばですが、 一つ考えら れる のは今行っていただいている こ と を市と し て

どのよ う に行っていく のか。 自治会の負担を減ら し て、 居場所づく り などを市と し て

でき ないか、 ある いは区域の見直し も どう し ていく か、 根本的な議論をし て決めてい

く 必要がある と 考えていま す。  

     財源の問題、 ふる さ と 納税については、 今力を入れており 、 期待に応えら れる 取組

を進めている ので、 引き 続き ご指導いただければと 思いま す。 財源ですけれども 、 人

と 企業に選ばれる ま ちづく り と し て、 昨年 4 月に調整区域でも 住宅が建てら れる 仕組

みを利用し 、 その区域を見直し ま し た。 その結果、 分譲地がま ち中で増えている と 思

いま す。 ただ、 むやみに増やすと 逆に、 イ ンフラ 整備などが必要になる ので、 順番に

対応し ていき たいと 考えていま す。 と にかく 下野市がこ れだけ住みやすいま ちで、 住

みたいと いう 方が多く いら っし ゃる ので、 むやみに行う のではなく 、 段階を踏んで移

住につなげてき たいと 考えていま す。 企業については、 し も つけ産業団地も 完売の見

込みで、 その先の整備も 考えていま す。 今、 栃木県内はかなり 注目さ れていま すの

で、 こ の機にいろいろな企業に選ばれる よ う に、 整備を積極的に進めていき たいと 思

いま す。 ま た、 私の公約の中で市役所周辺の整備、 都市核の形成も 優先的に進めたい

と 思っていま す。 どんなも のかは検討中ですが、 例えば商業的なコ ンテンツであった

り 、 公共施設も 含めて市街化区域の拡大など、 時代には逆行し ている かも し れま せん

が、 下野市はそれだけポテンシャ ルがある と 思っています。 こ れは、 来年 20 周年の

時に、 ぜひ皆様に計画をお伝えでき ればと 思っていま す。  

    財源等につき ま し ても 、 下野市の様々なポテンシャ ルを生かし ながら 確保し ていき た

いと 思いま す。  

 

中村会長： 大変丁寧にあり がと う ございま し た。 ほかの委員の方、 いかがでし ょ う か。  

 

髙橋委員： 委員を 2 年務めてき て、 事業はハード と 人に関わる こ と に分けら れる と 思いまし

た。 ハード 面は、 最近下水管の事故も あり ま し たが、 昨年の市民評価で下水管の耐震

化事業が出ており 、 今年は道の駅の修繕なども 出ていまし た。 こ れら は行う こ と と 結

果が直接つながる ので、 予算の問題はある と 思いま すが、 早めに手当てし ていく こ と

で、 かかる 費用が少なく 、 事故も 防げる のではと 思いますので、 そのよ う なこ と は迷

いなく 進めた方が、 地域の底力になる のではと 感じ ており ま す。  

今年の道の駅について、 修繕のほかに新し いこ と を、 と いう 計画でし たが、 道の駅は

各地に増えている ので、 大規模化のみを狙わずに、 飽き ずに来ても ら える 工夫をすれ

ばよ いのではと 思いま し た。 例えば天平の丘にある 坊ちゃん列車を毎週末走ら せれ

ば、 子ど も 連れに喜んでき ても ら える でし ょ う し 、 ド ッ グラ ンは設備投資が少なく 済

むので、 そのよ う なも のと 組み合わせて、 家族で楽し める よ う なも のがあれば、 食事

や買い物も し ても ら える と 思いま す。  

東の飛鳥と いう と ても 大き な財産が有る ので、 自治医大をプラ ス し て下野市と し ての

性格、 イ メ ージを出すと 、 よ り 印象が良く なり 、 ふる さ と 納税の増加にも つながる の

ではないかと 思いま す。  

子ども や教育など人の問題は答えがすぐ 出ないので、 関わる 方も 大変だと 思いま す

が、 関わる 方の人材育成が大切だと 思いま す。 こ れから はいい人材の奪い合いの時代

になる と 思う ので、 その方々がよ り 気持ちよ く 安心し て働ける よ う な職場環境を考え

て欲し いと 思いま す。  
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中村会長： 施設の長寿命化、 市民に親し ま れる 道の駅の在り 方、 人に対する 事業の３ つについ

て、 お願いし ま す。  

 

坂村市長： 本市のイ ンフラ は、 修繕計画に基づいて順次改修し ていま す。 限ら れた財源の中で

はあり ま すが、 国の補助も 活用し 、 今回の八潮市の事故を機に見直し ・ 検証を行いま

す。  

道の駅については、 来場者は多いですが、 私も 家族の居場所が欲し いと 考えていま

す。 買い物をし て楽し める と いう コ ンセプト で拡大をし たいと 考えており 、 単なる 拡

大ではなく 、 防災の面も 拡充し たいと 考えていま す。 下野市は安全なま ちですので、

首都圏に何かあった場合の避難先・ 受け入れ先と し て考える こ と も 必要で、 防災機能

を付加する こ と で、 国から の補助も 受けら れま すので、 それを基に先ほどの拡充も 考

えら れま す。 せっかく たく さ んの方に来ていただいている ので、 近隣の道の駅整備の

計画も あり ま すが、 引き 続き 多く の方に来ていただける よ う 努力し たいと 考えていま

す。  

「 東の飛鳥」 も さ ら に全国に広がる よ う PRし たいと 思いま す。 世界遺産登録への推

薦が決ま った奈良県明日香村と の交流を進め、 先進的な取組を参考にし たいと 考えて

いま す。  

自治医大と は昨年 6 月に包括連携協定を結び、 いろいろなこ と が始ま っていま す。

下野市だから 受けら れる 医療サービス を徹底的に追及し 、 自治医大と 協力し て、 救急

体制など 、 今年から 議論を始めていき ま す。 医療だけでなく 、 例えば DXなども 含ま

れている ので、 今後に期待し ていただければと 思いま す。 ま た去年は自治医大の学生

が市役所に来て各部署を見学し 、 良い交流ができ ま し た。 学生さ んは隠れた人材だと

思いま すので、 今年も 続けて、 ま ちづく り の面などで協力いただける 体制を作り たい

と 考えていま す。  

人と の関わり は難し く 、 ま だま だ至ら ないと こ ろが多いと 思いま すが、 私と し ては地

域包括ケアや居場所づく り など、 機運は高ま っていま すので、 一つひと つ丁寧に確実

に進めていき たいと 思いま す。 ま た、 それら に携わる 方への支援、 知識やス キルアッ

プの研修なども 考えたいと 思っていま す。  

 

中村会長： ほかの方はいかがですか。  

 

川俣委員： 庁舎西側の県道の工事が進んでいないよ う なので、 進捗を聞き たいです。 買収が何

パーセント く ら い進んでいる のかお聞き し たい。 関根井の方が伸びてく る と 、 こ っち

は要ら ないと いわれる 可能性も 出てく る 。 買収をし たと こ ろは県に道路改良をお願い

し て、 地権者にこ の道は抜く と いう アピールも 必要ではないかと 思いま す。 その道が

小山のゴルフ場の方に抜ける 計画はどう なったのでし ょ う か。  

 

江連副市長： 私も 含めて心配し ていま すが、 石橋にス マート I Cができ 、 その道を南下する と 、

市役所西側の道につながる ので、 市と し ては重要な道だと 考えていま す。 県道と し て

整備し ており 、 第一区間は市役所の北側ま でですが、 当然昔の国分寺庁舎のと こ ろま

でつなげていく 計画になっていま す。 第一区間はこ こ までと し て県が進めていま す

が、 用地取得も 進んで参り ま し た。 ただ、 ご協力をいただけない方が何人かいる こ と

は事実です。 県で用地交渉をし ており 、 市も 、 私も 含めて地権者の方に直接お会いし

て話をし ており 、 引き 続き 県市で一丸と なっていき たいと 考えていま す。 ただ、 残念

ながら 現時点では意見の隔たり は大き い状況です。 先ほど市長から 話があった市役所

周辺を整備する う えでも なく てはなら ない道路なので、 第一の課題と し て県に強く お

願いし 、 我々と し ても 汗をかいていき たいと 思っています。  

下野市の南から 小山方面、 半田橋東側に向けて、 小山市が道路を整備し たいと いう こ

と は前の小山市長の時から 強く お持ちで、 両市が協議会を作って実現に向けた取り 組

みをし ていま す。 課題も 多く 、 両市にま たがる ため本来なら 県道と し て整備し て欲し

いと 考えており 、 小山市と と も に実現に向けて協力し ていき たいと 思いま す。 道路整
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備は時間がかかり ま すが、 やる べき 事業については早急に進めたいと 思いま す。  

 

野田委員： 来年、 下野市が誕生し て 20 年と いう こ と で、 向こ う 10 年に向けての中長期的なビ

ジョ ン、 目標は当然掲げる と 思いま すが、 私はビジョ ンは、 行政的なビジョ ンと 政治

上のビジョ ンに分けら れる のではと 思いま す。 行政ビジョ ンは地に足の着いた、 身の

丈にあった目標。 それだけだと 個人的には面白く ないので、 それに加味する 、 政治的

なビジョ ン、 ポリ ティ ク ス 、 国民・ 市民に夢や期待や希望を抱かせる よ う なビジョ ン

も 必要だと 思いま す。 各自治体の首長は行政マンである と 同時に政治家だと 思いま す

ので、 政治的なビジョ ンも 具有すべき ではないかと 思っていま す。 下野市の政治的ビ

ジョ ンと し て、 「 10 万都市の構築」 「 文化会館の建設」 をぜひ掲げて欲し いと 思い

ま す。 文化会館は財源、 利用頻度、 採算性など課題がある のは分かり ま すが、 それを

乗り 越えた形でのビジョ ンの提示も 必要だと 思いま すので、 そのこ と についてご意見

を聞かせていただき たいです。  

 

坂村市長： 私の意見と し てお答えさ せていただき ま す。 人口 10 万都市について、 本市は今のと

こ ろ人口は横ばい・ 微増ですが、 こ の先は様々な研究機関の評価でも 減っていく こ と

は仕方がないと 思っていま す。 下野市は魅力がある ので、 減少を食い止め、 移住・ 定

住につながる よ う あら ゆる 努力をし たいと 思いま す。 その中でも 、 市役所周辺の都市

核の整備をし っかり やっていき ま す。 文化会館については、 総合計画にも 示し てお

り 、 議論をし なければなら ないと 考えていま す。 いつ実施する かと いう こ と も 含め

て、 こ れから 議論が必要と 考えていま す。 都市核の整備、 こ れから のま ちづく り を進

める う えで、 文化会館についても 議論さ せていただき たいと 思いま す。  

政治的ビジョ ンと し ては、 個人的には医療にこ だわり たいと 考えていま す。 計画には

あり ま せんが、 私と し ては世界から 注目さ れる よ う な医療を目指し たいと 考えていま

す。  

 

太田委員： 安心は市の財産です。 下野市は災害がなく 、 いいと こ ろに住んでいる と 思っていま

す。  

私は下石橋の 40 戸ほどの集落に住んでいま すが、 認知症の方が 3 人く ら いこ こ 数年で

出ていま す。 一人目の方はし ばら く 徘徊し ていま し たが、 悪化し て入院、 その後亡く

なり ま し た。 二人目の方は女性で、 一人目同様核家族です。 介護する 夫は大変だった

よ う ですが、 よ う やく 施設が見つかり ま し た。 三人目の方は旧家で地域の世話焼き だ

った男性で、 男性がいなく なる たびに近所で探し 回り 、 そのたびに奥さ んが見つけて

く れた家にお礼に行っていま し た。 その家族は、 娘さ んと 同居し ていたのですが、 あ

る 日突然一家で姿を消し てし ま いま し た。 ま た、 近所に 20 年以上引き こ も っている 40

歳く ら いの人が 80 歳く ら いの両親と 暮ら し ている 家も あり ま す。 こ の間、 支援のため

に訪れる 人はあり ませんでし た。 核家族が進み、 困り ごと を抱えても 、 助けを求めな

いで、 独り で抱え込んでいる のです。 高齢化、 少子化で、 目の前でこ のよ う なこ と が

あり 、 道路・ 下水道などのハード イ ンフラ だけでなく 、 こ のよ う な人を支える ソ フト

イ ンフラ も 必要と 思っていま す。 個人的な支援には限界があり ま す。 今回の評価報告

書の中の「 地域づく り に向けた支援事業」 は共生社会の実現を目指し たも のですが、

重層的支援体制整備事業は少子化、 高齢化への対応を狙って社会福祉法の改正によ り

作ら れたも ので、 国の補助が 3/4 と 手厚いです。 地域のセーフティ ーネッ ト を作る と

いう も のです。  

本市の「 地域づく り 支援事業」 は重層的支援体制整備事業の一つでその趣旨から 距離

があり ま す。 個人間の市民連携、 行政内部での庁内連携、 民間、 地域の公民連携など

の連携体制づく り がセーフティ ーネッ ト です。 法の趣旨から 見て、 正面から 取り 組ん

でいないよ う に見えま す。 栃木市や宇都宮市など近隣市と 比べる と その違いが分かり

ま す。 安心し て暮ら し たいと 思えば、 今進めている 移住政策に反し 、 移住し てし ま う

かも し れま せん。 不登校も 引き こ も り も アウ ト リ ーチが必要です。 待っている 今のや

り 方では進みま せん。 他市町村と 比べら れる 時代になっている ので、 実施事業の改
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善、 ソ フト のイ ンフラ づく り につなげて欲し いと 思いま す。  

 

 

小林委員： 2 年間色々と 勉強になり 、 行政と し ても 色々な支援をし ている こ と を改めて感じ ま し

た。 地域共生社会、 重層支援など国が進めている 事業は、 行政だけでは進みま せんの

で、 社会福祉協議会と いう 外郭団体と し て、 民間団体と し て、 行政と タ イ アッ プし

て、 行政ではでき ない部分、 ま た市民と 福祉の充実に取り 組みたいと 思っていま す。  

 

柳澤委員： 2 年間勉強になり ま し た。 例えば今年度の土地管理事業は公売の推進の点で金融機関

と し て、 ぜひ役に立てる よ う に、 民間企業の連携強化をお願いし たいと 思いま す。 企

業版ふる さ と 納税への取組も 、 金融機関と し ても 先の意見を反映さ せながら 行政に役

立てたいと 思いま す。  

 

中村会長： それでは、 時間が参り ま し たので意見交換を終了と いたし ま す。 進行を事務局にお

返し し ま す。  

 

川俣課長： 大変あり がと う ございま し た。 本日の会議はこ れで閉会と なり ま す。 ま た、 5 回に渡

り 開催さ せていただき ま し た今年度の委員会は、 こ れで終了と なり ま す。 委嘱期間は

こ の 3 月ま でですが、 年度内の開催はございま せんので、 2 年に渡り 委員を務めていた

だき ま し た皆様に、 市長から 御礼のご挨拶を申し 上げま す。  

 

坂村市長： あら ためて本日は貴重なご意見をあり がと う ございま し た。  

私と し ま し ては、 こ の度の報告書、 ご意見を、 貴重なも のと し て受け止め、 今後の行

政にし っかり と 反映さ せていき たいと 思いま す。 こ こ で話し たこ と は、 し っかり と 責

任を持って取り 組む所存でございま す。 皆様におかれま し ては、 2 年間、 貴重な時間を

いただき ながら 議論いただき ま し たこ と 、 改めて下野市を代表し てお礼を申し 上げま

す。  

市の魅力アッ プの取組はし っかり と 進めていき ま す。 その中で、 同じ よ う に医療、 福

祉にも 力を入れていき ま す。 市役所の中でも ま る ごと 相談窓口など を作って対応し て

おり ま す。 横の連携は大切です。 こ れま で相談に来た方はたら い回し になってし ま っ

ていたので、 一箇所で相談に対応でき る よ う な体制をし っかり 作り ま し た。 こ の体制

が困っている 方にき ちんと 届く かどう かが重要なので、 民生委員さ んはじ め地域の方

にも ご協力いただき ながら 、 困っている 方に届く よ う に努力し ていき たいと 思ってお

り ま す。  

ま だま だ至ら ない点はある かも し れま せん。 不登校の話が出ま し たが、 今、 新年度予

算を編成し ており 、 今後新たな施設ができ ま す。 高校生やその上の子も 不登校の問題

を抱えている ので、 こ れま で中学生ま でだったと こ ろを高校生以上、 いろんな世代の

困っている 人たちに支援が行き 届く よ う 、 し っかり と 成果を上げていき たいと 思って

おり ま す。  

そのよ う な意味では、 こ の会議でのご意見はすごく 重要なも のかと 思っており ま す。

改めま し て、 来年 20 周年を迎えま すが、 皆さ んに住んで良かった、 住み続けたいと 思

っていただける ま ちづく り を続けたいと 思いま すので、 こ れから も どう かご支援賜り

ま すよ う よ ろし く お願い申し 上げま し て御礼のご挨拶と さ せていただき ま す。 あり が

と う ございま し た。  

 

川俣課長： それでは閉会にあたり 、 全員で挨拶を行いたいと 思いま す。 皆様、 ご起立く ださ

い。  

（ 全員起立）  

それでは、 以上で令和 6 年度第 5 回下野市行政改革推進委員会を閉会いたし ま す。 あ

り がと う ございま し た。  

 




